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一中だより 

                                   

今年度もよろしくお願いいたします 
  本校３年目になる校長の〇〇 〇（〇〇〇 〇〇〇）と申します。今年度 

も保護者の皆様と地域の方々の温かい御支援と御協力をお願いいたします。 

令和６年度、本校は１６２名の新入生を迎えました。新入生を迎えるにあたり、第７８回入 

学式におきまして、新入生が川越第一中学校での３年間を有意義に過ごして欲しいと願い、式 

辞において以下の話をしました。 

春の香りが満ちあふれ、命あるものすべてが躍動する春爛漫の季節になりました。 

本日は、御来賓として御多用の中を川越第一中学校 親師会会長 〇〇〇 〇 様をはじ 

め、多くの御来賓の皆様の御臨席を賜りました。また、保護者の皆様におかれまして 

は、各家庭２名との制約の中、多くの皆様にお越しいただき、令和６年度川越市立川 

越第一中学校 第７８回入学式を挙行できますことに厚く御礼申し上げます。 

 １６２名の新入生の皆さん、入学おめでとうございます。皆さんは今まで別々の小 

学校で生活してきました。しかし、本日の入学式をもって皆さんは『歴史と伝統のあ 

る川越第一中学校』の一員であるという誇りを持ち、充実した中学校生活を送ってく 

ださい。中学校での生活は「あっという間に過ぎていく３年間」とよく言われます。 

また、自分自身や周囲の人たちへの関心が深まる時期でもあります。そこで、中学生 

になった皆さんに心がけて欲しいことを３つ述べたいと思います。１つ目は『自分に 

限界をつくらないで欲しい』ということです。３年間の中学校生活の中で、もしかし 

たら「苦手だからできない」とか「これ以上は無理だ」と思うことがあるかもしれま 

せん。しかし、そこで諦めてしまったら自分が気付いていない可能性に自分自身が蓋 

をしてしまうことになります。苦しかったり辛かったりしても、簡単に投げ出さず自 

分の足で踏みとどまってください。一生懸命、頑張って努力をしてそれでも踏みとど 

まれないと思った時は、御家族の方や先輩、そして先生方に助けを求めてください。 

困っている皆さんを全力で支え、適切なアドバイスをしてくれる頼もしい人たちが皆 

さんの周りにはたくさんいることを忘れないでください。友達に相談をして一緒に悩 

んだり考えたりすることも大切だと思います。２つ目は『自分の心と身体を大切にし 

て欲しい』ということです。どのような理由があっても、自分自身の身体を傷つけて 

はいけません。また、嘘をついたり、友達をだましたり、陰で嫌がらせをしたりする 

ことは、自分自身の心を傷つけていることと同じです。なぜならば、そのような行為 

をした時に、たとえ誰にも気付かれなかったとしても自分の記憶を完全に消すことは 

できないからです。自分の心と身体は絶対に傷つけてはいけません。皆さん一人一人 

が、自分の心と身体を大切にするということを真剣に考え、行動できるようになって 

ください。３つ目は『相手の立場になって考えたり、相手との違いを認めたり、相手 

を思いやる心を持って欲しい』ということです。学校という場所は、自分とは考え方 

や感じ方の違う人たちが、同じ空間で共同生活をしているところです。皆さん一人一 

人が、自分の考えや感情だけで自分勝手なことをしていては学校生活は成り立ちませ 

ん。私は、皆さんにこの川越第一中学校で明るく楽しく充実した学校生活を送って欲 

しいと願っています。その根幹となるのは、お互いを認め合い励まし合いながら誰一 

 



 

人として仲間はずれの人が出ない素晴らしい学級や学年・学校にすることです。その 

ためには、皆さん一人一人が善悪の判断をしっかりとつけ、自分自身の発言や行動に 

自信と自覚を持つことが重要です。自分自身を大切に同じように他の人も大切にして 

ください。中学生という時期は、自分が持っている能力に気付き、その能力を学校生 

活の様々な場面で発揮できる素晴らしい時期です。皆さんの活躍に期待しています。 

 最後になりましたが、保護者の皆様、本日は大切なお子様の御入学、誠におめでと 

うございます。中学校生活は、将来しっかりとした社会人となるための準備期間でも 

あります。私たち教職員は、保護者の皆様と連携を深め生徒一人一人を大切にし、本 

校の学校教育目標である「自主 練磨 敬愛」の実現に向けて努めてまいります。保護 

者の皆様におかれましては、本校への御理解と御支援をいただきますようお願い申し 

上げ式辞といたします。 

     

転出入した教職員を紹介します 
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異動の掲載は控えさせていただきます。 
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